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1.  橋梁管理の基本的な考え方 

 

1-1.  基本方針 

 見附市が管理する橋梁は、令和５年１月現在 225 橋あり、現在建設後 50 年以上経過した高齢化橋

梁（注）は 13 橋（10％）ですが、令和 20 年には 73 橋（60％）となり、橋梁の高齢化が急速に進行

することが懸念されます。設置から相当年数が経過した道路施設は、老朽化や劣化が進行している

ことから、適切な時期に点検、診断を行い、それに基づいた維持修繕が必要です。 

 見附市では公共施設の適切な維持管理を効率的かつ計画的に実施するため、平成 29 年 3 月に「見

附市公共施設等総合管理計画」を策定しました。 

 本計画は、長寿命化計画に基づき、橋梁における定期点検及び修繕の具体的な対応方針を定めた

ものであり、個別施設計画として位置付けます。 

 橋梁長寿命化修繕計画の策定にあたっては、5 年に 1 度の法令点検（以下、「定期点検」という。）

を行い、定期点検結果を踏まえた適切な措置を行うことで、長寿命化やライフサイクルコストの縮

減を図り、地域道路ネットワークの安全性・信頼性を確保することに努めます。なお、定期点検は、

新潟県橋梁定期点検要領（最新版）に基づき実施します。 

 

（注）建設年不明の 103 橋を除く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（建設年次のわかる 122 橋が対象） 

 

図 1 架設後 50 年以上経過した橋梁の割合 
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1-2.  健全性の診断 

 定期点検は、5 年に 1 回の頻度で実施します。 

 定期点検は、近接目視による標準点検を基本とし、必要に応じて触診や打音等の非破壊検査等を

併用して行います。 

表 1.1 橋梁毎の健全度評価 

区分 健全度区分の定義 

A 損傷が認められないか、損傷が軽微で補修を行う必要がない。
 

B 状況に応じて補修を行う必要がある。
 

C1 予防保全の観点から、速やかに補修等を行う必要がある。
 

C2 橋梁構造の安全性の観点から、速やかに補修等を行う必要がある。
 

C3 
橋梁構造の安全性の観点から、速やかに補修等を行う必要があり、特に損傷の進

展性が速い、又は耐荷力への影響が大きく、より早期に補修等を行う必要がある。 

E1 橋梁構造の安全性の観点から、緊急対応の必要がある。 

E2 その他、緊急対応の必要がある。 

M 維持工事で対応する必要がある。 

S1 詳細調査の必要がある。
 

S2 追跡調査の必要がある。 

 

 定期点検で実施した損傷評価・対策判定に基づき、部材単位の健全性の診断と施設単位の健全性

の診断を行います。健全性の診断と対策判定は、一般には下表のような対応となります。 

 

表 1.2 対策の判定区分 

区分  

告示※ 

健全性の 

診断区分 

状 態 

A 
 

Ⅰ 

健全 
構造物の機能に支障が生じていない状態 

B 
 

C1 
 

Ⅱ 

予防保全 

段階 

構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から

措置を講ずることが望ましい状態 
M 

 

C2 
 

Ⅲ 

緊急措置 

 段階 

構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を 

講ずべき状態。
 
C3 

 

E1 
 

Ⅳ 

緊急措置 

段階 

構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著し

く高く、緊急に措置を講ずべき状態。 
E2 

 

※国告示区分：国土交通省が健全性の診断結果の分類に関する告示（平成二十六年国土交通省告示第

四百二十六号）で分類した 4 段階の区分。 

※区分 S1,S2：詳細調査等の結果を踏まえた上で、区分を再診断 

※区分 M：維持工事で対応 
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1-3.  管理目標 

円滑な道路利用を促すとともに、施設利用者の安全性を確保するため、管理区分に応じた管理目

標を設定しています。 

管理区分は、道路ネットワーク機能や橋梁の特性に応じて設定しております。 

また、各管理区分に応じた管理目標と対策が必要と判断する水準（対策区分）の関係は以下のと

おりとなり、水準を下回った場合には適切に対策します。 

表 1.3 管理区分 

管理区分 管理目標 
水準 

（対策区分） 

１ 

損傷・劣化の発生を早期に検知・補修することで、橋梁の長寿命化

を図る。 

工事に伴う利用制限を最小限に抑える。 

B 

２ 

損傷・劣化の発生を早期に検知・補修することで、橋梁の長寿命化

を図る。 

工事に伴う一時的な利用規制を受容できる。 

C1 

３ 
発生した損傷・劣化を事後的に補修しながら、道路機能を維持する。 

工事に伴う一時的な利用規制を受容できる。 
C2 

４* 
E1 程度まで利用するものとするが、観察頻度を高めるなどの対応に

より安全性は確保し、通行規制や更新に伴う集約・廃橋も検討する。 
E1 
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2.  管理施設 

 

2-1.  対象施設 

 本計画で対象とする施設は、見附市が管理する全ての道路橋を対象とします。 

 

2-2.  施設一覧 

 見附市が管理する橋梁は 225 橋であり、橋種では鋼橋が 18 橋、PC 橋が 46 橋、RC 橋が 122 橋、BOX

が 39 橋を占めています。また、橋面積の割合では鋼橋の割合が最も多く、次に PC 橋、RC 橋となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.1 橋種別の橋梁数・橋面積 

  
コンクリート橋（山北１号橋）      鋼橋（町屋橋） 

 

 

 

2-3.  施設の経過年数 

 架設年次が明確な 122 橋（54%が架設年既知）に対して、1960 年代以降から多く架設されています。 
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図 2.2 施設の経過年数 

※橋梁には上部工の使用材料が鋼の鋼橋とコンクリートの RC 橋・PC 橋があります。また、構造形式

が一般的な桁橋と特殊な構造である特殊橋があります。 
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2-4.  施設の配置状況 

 

 

 

管理区分２（予防保全）

管理区分３（事後保全）
管理区分４（観察対応維持管理）

管理区分１（予防保全）

１ 三林坂井線

（
一
）
見
附
分

水
線
（
1
,
9
8
4
台
／
日
）

（一）坂井猪子場新田線（3,413台／日）

２ 下関坂井線

２ 沖下関・丸山興野線

他 坂井１号線

他 坂井１９号線

１ 坂井柳橋線

１ 坂井下鳥線

１ 指出１号線

２ 片桐新潟線
他 下鳥片桐線

他 下鳥新潟線

（主）長岡見附三条線（12,680台／日）

（主）見附中之島線（12,384台／日）

（主）見附中之島線（8,811台／日）

他 今町北線

１ 今町新潟線

２ 今町中央線

他 今町１５号線

１ 今町田井線

１ 今町柳橋線

１ 学校町大平線

２ 坂井山吉線

他 本所１の５号線

凡例

貝喰６号橋

貝喰１号橋

貝喰２号橋

貝喰３号橋

才川９号橋

坂井１号橋

坂井２号橋

昭和江３号橋

昭和江４号橋

昭和江５号橋

昭和江６号橋

昭和江７号橋

四ツ屋橋

才川１号橋

才川２号橋

柳橋用水１号橋

越路橋

右岸用水１号橋

右岸用水２号橋

右岸用水３号橋

右岸用水４号橋

片桐１号橋

才川１１号橋

才川１２号橋

荒江９号橋

荒江１０号橋

荒江１１－１号橋村東橋

荒江６号橋

荒江７号橋

荒江８号橋
横田橋

荒江１１号橋

今町排水
１号橋

今町排水
２号橋

今町排水３号橋

今町排水５号橋

桑田橋

安田排水
２号橋

安田排水１号橋

井川橋

荒江４号橋

荒江５号橋

荒江２号橋

大面江１号橋

大面江２号橋

大面江３号橋

荒江１４号橋

荒江１７号橋

荒江１８号橋

荒江１９号橋

右岸用水７号橋

今町排水
２０号橋

坂井橋

右岸用水９号橋

右岸用水１０号橋 速水橋

速水２号橋

柳橋用水
６－１号橋

柳橋用水７号橋

荒江１６号橋

今町排水２１号橋

今町排水２２号橋

今町排水２３号橋

今町１号橋

右岸用水８号橋

橋梁管理区分１

橋梁管理区分２

橋梁管理区分３

橋梁管理区分４*

橋梁表記凡例

区分１ 4橋(合計 6橋）

区分２ 10橋(合計 25橋）

区分３ 7橋(合計 44橋）

区分４* 46橋(合計148橋）

今町排水２４号橋

位 置 図

※（一）は一般県道、（主）は主要地方道の略 

※「１」は１級市道、「２」は２級市道、「他」はその他市道の略 

※道路名に記載の（ ）内は日交通量を表す（平成 27 年度全国道路・街路交通情勢調査より） 
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（主）長岡見附三条線（12,680台／日）

（主）見附中之島線（12,384台／日）
（主）見附中之島線（8,811台／日）

（一）七軒町見附線（3,718台／日）

（一）長岡見附線（8,228台／日）

（一）栃尾田井線（5,097台／日）

（主）見附栃尾線（6,010台／日）

（主）長岡見附三条線（12,680台／日）

１ 今町田井線

１ 柳橋傍所線

１ 上新田市野坪線

１ 大河津線

他 福島柳橋線

他 えむの郷４号線

他 えむの郷５号線
他 上新田１５号線

他 本所１の３号線

他 本所新町線

２ 新町南本町１号線

１ 大川端線

１ 十二ノ木線

２ 小栗山本町線

他 本町元町線

２ 葛巻加坪川線

他 葛巻反田線

他 六本木加坪川線

２ 熱田鳥屋脇線

管理区分２（予防保全）

管理区分３（事後保全）

管理区分４（観察対応維持管理）

管理区分１（予防保全）

凡例

草薙橋
草薙歩道橋南本町橋

頭無１号橋

反田４号橋

えむの郷
１号橋

貝喰４号橋

貝喰５号橋

開運橋

千刈跨線橋

才川４号橋

本所3号橋
才川３号橋

本所６号橋

八幡橋三阡１号橋

三阡２号橋

三貫野橋 細越橋

庄川橋

新田橋

浦橋

昭和江８号橋

新屋橋

大江用水１４号橋

名木野３号橋

本所7号橋

才川８号橋

葛巻１号橋

才川１０号橋

名木野４号橋

稔橋 椿田１号橋

公会堂橋

中江橋

東村橋

椿田２号橋

椿田３号橋

椿田６号橋

八丁橋

山北用水３号橋

頭無２号橋
西ヶ崎橋

田井１号橋

田井２号橋

田井３号橋

頭無４号橋

栃栄橋

大江用水８号橋
大江用水８号橋歩道橋

大江用水９号橋

桜田橋

岩澤橋

岩澤２号橋

水上橋

向田橋

大江用水１１号橋

名木野１号橋

名木野２号橋

分水橋熱田橋

漆山２号橋

反田１号橋

反田3号橋

稗田橋

田井４号橋

頭無６号橋

大江用水１５号橋

大江用水１６号橋

椿田８号橋

田井５号橋

傍所１号橋

傍所２号橋

傍所６号橋

速水１号橋

速水１号橋歩道橋

柳橋用水３号橋

柳橋用水２号橋

柳橋用水４号橋

加坪川橋

柳橋用水
６－２号橋

柳橋用水５号橋

えむの郷
２号橋

市野坪１号橋

市野坪２号橋

市野坪３号橋

浄覚橋

大正橋
大正橋歩道橋

柳橋

大中江橋

今町排水６号橋

今町排水７号橋

今町排水８号橋
今町排水１０号橋

今町排水９号橋

樋下橋

今町排水１７号橋

今町排水１８号橋

今町排水１４－１号橋

今町排水１１号橋

今町排水１４－２号橋

大江用水１９号橋

大江用水２０号橋

頭無３号橋

頭無７号橋

荒江１２号橋

大江用水３－１号橋

右岸用水５号橋

三阡３号橋

椿田７号橋

鳥屋脇１号橋
玉子橋

橋梁表記凡例

橋梁管理区分１

橋梁管理区分２

橋梁管理区分３

橋梁管理区分４*

区分１ 2橋

区分２ 11橋

区分３ 21橋

区分４* 83橋

今町排水１５号橋

今町排水１５－１号橋

今町排水１５－２号橋

山北１号橋

位 置 図

 

※（一）は一般県道、（主）は主要地方道の略 

※「１」は１級市道、「２」は２級市道、「他」はその他市道の略 

※道路名に記載の（ ）内は日交通量を表す（平成 27 年度全国道路・街路交通情勢調査より） 
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（主）見附栃尾線（6,010台／日）
（一）遅場見附線（3,829台／日）

（一）下田見附線（2,102台／日）

（一）杉沢上樫出線（202台／日）

１ 宮之原太田線

管理区分２（予防保全）

管理区分３（事後保全）

管理区分４（観察対応維持管理）

管理区分１（予防保全）

凡例

西山１号橋

町屋橋

河野橋千越橋

池之島橋

桜明橋

才川７号橋

才川６号橋

才川５号橋

大江用水２号橋

大江用水３号橋

大江用水４号橋

大江用水５号橋

大江用水６号橋

大江用水
７号橋

堀溝１号橋

堀溝２号橋 堀溝３号橋

堰場橋

日影橋

鉢伏橋

本明橋

明神橋

花立橋

大江用水１２号橋

大江用水１３号橋

明晶１号橋

下新町橋

喜多稲場橋

大江用水
１８号橋

太田橋

大江用水２１号橋

大江用水１７号橋

神保１号橋

神保２号橋

小出１号橋

小出２号橋

江田橋

神保３号橋

橋梁表記凡例

橋梁管理区分１

橋梁管理区分２

橋梁管理区分３

橋梁管理区分４*

区分１ 0橋

区分２ 4橋

区分３ 16橋

区分４* 19橋

位 置 図

 

※（一）は一般県道、（主）は主要地方道の略 

※「１」は１級市道、「２」は２級市道、「他」はその他市道の略 

※道路名に記載の（ ）内は日交通量を表す（平成 27 年度全国道路・街路交通情勢調査より） 
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3.  現状と課題 

 

3-1.  計画期間 

 橋梁長寿命化修繕計画の計画期間は、5 年に 1 回の定期点検サイクルを踏まえ、令和 2 年度から

令和 11 年度までの 10 年間とします。なお、定期点検結果等を踏まえ、適宜、計画を更新します。 

 

3-2.  対策の優先順位の考え方 

 定期点検結果に基づき、効率的・効果的な長寿命化対策が図れるよう必要な措置を講じていきま

す。なお、対策の優先順位は、橋梁の健全度の他、各管理区分に応じた管理目標と対策が必要と判

断する水準（対策区分）により決定します。 

 

3-3.  点検・補修履歴 

定期点検は、平成 27 年度から実施しています。 

定期点検の結果に基づく補修実施状況は、下表のとおりです。 

            表 3.1 補修実施状況 

補修年度 補修橋梁 

平成 29 年度 池之島橋、貝喰 5 号橋 

平成 30 年度 草薙橋 

令和元年度～2 年度 南本町橋、貝喰 2 号橋 

令和 3 年度～4 年度 千刈跨線橋 

  

3-4.  個別施設の状態等 

平成 27 年度以降に実施された定期点検結果から健全度は、以下の図 3.1 のとおりです。 

最も健全な健全度Ⅰは 30％、次いで健全度Ⅱが 55％、早期の対策を必要とする健全度Ⅲが 15％

となっております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.1 橋梁単位での健全度（国区別）の割合 
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4.  短期事業計画 

 

4-1.  対策内容と実施時期 

対象橋梁の具体的な施設状態・対策内容及び実施時期について、橋梁の健全度を把握し、補修の

必要がある橋梁について優先順位を決定して、計画的に補修を実施していきます。 

 

4-2.  対策費用 

 計画期間（10 年間）内の定期点検・補修設計・補修工事に掛かる概算費用は下表のとおりです。 

表 4.1 対策費用の概算 

費目 概算費用（億円） 

修繕・設計・調査費用 3.32 

点検費用 0.83 

合計 4.15 
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5.  費用の縮減に関する具体的な方針 

 

5-1.  中長期事業計画 

中長期事業計画では、2 つのシナリオを設定し、中長期（100 年間）の事業費を算出しました。 

 シナリオの設定では、「事後保全（対処療法的な管理）」の場合と、「基本計画（表 1.3 に示す管

理区分での管理）の場合」で設定しています。 

中長期の事業費の算出は、定期点検の健全度や劣化予測等を踏まえ算出しています。 

2 つのシナリオで中長期（100 年間）の事業費を算出した結果、「事後保全」が約 263 億円、「基

本計画」が約 173 億円となっており、基本計画に基づく維持管理を行うことでコスト縮減（コスト

縮減率：約 34％）が期待されます。 

 

【シナリオ１：事後保全（対処療法的な管理）の場合）】 

〇損傷が顕著となってから大規模な補修や補強を行う維持管理と仮定し、全橋に対して健全度

区分 E となって初めて対策を行う。 

【シナリオ２：基本計画に基づく維持管理シナリオ】 

〇基本計画に基づく維持管理シナリオは、管理区分に応じた管理水準に達した時点で補修等の

対策を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.1 中長期事業計画 

 

 

5-2．集約化・撤去などに関する方針 

今後、橋梁の老朽化が進行する状況においては、将来的に橋梁の架け替え・更新が必要となりま

す。厳しい財政状況下では、橋梁の損傷状況や利用状況、周辺の環境変化などを踏まえ、橋梁の集

約化・再編に取り組みます。 

迂回路が存在し集約が可能な橋梁について、令和１１年度までの５年間に１橋程度の集約化・撤

去を検討し、定期点検に係るコストを約１５万円縮減することを目指します。 

 

 

 

 

 

 

173億円

263億円

0 100 200 300 400

総対策費用（億円）

今後100年間に要する総対策費用

シナリオ１：事後保全

シナリオ２：基本計画
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6.  新技術等の活用方針 

 

橋梁の老朽化へ適切な対処を実施し効率的な維持管理を進める上には、新技術等の活用によりコ

スト縮減等に取り組むことが必要です。 

定期点検においては、「点検支援技術性能カタログ（国土交通省）」や「Made in 新潟（新潟県）」

などを参考に、画像計測技術や非破壊検査技術に関する新技術の活用を検討し、令和１１年度まで

の５年間に約１百万円のコストを縮減することを目標とします。 

また、修繕工事においても、設計段階から新技術の活用を含めた比較検討を行います。なお、令

和８年度までに修繕工事を実施する予定の橋梁のうち１橋について、新技術を活用することで従来

技術を活用した修繕と比較して約２０万円のコストを縮減することを目標とします。 
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7.  その他 

 

7-1.  意見聴取した有識者 

この計画は有識者からの助言をいただき策定しました。（令和 2 年 3 月改定時） 

   新潟大学 佐伯 竜彦  教授 

 

7-2.  対策費用 

 本計画で参考とした図書は以下のとおりです。 

①新潟県橋梁定期点検要領（令和 2 年 3 月）  新潟県土木部 

②道路橋定期点検要領（平成 31 年 2 月） 国土交通省道路局道路・防災課 

③新潟県道路施設維持管理計画ガイドライン【共通編】（平成 26 年 8 月）  新潟県土木部 

④新潟県道路施設維持管理計画ガイドライン【橋梁編】（平成 27 年 1 月） 新潟県土木部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


